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厚
生
労
働
省
は
職
場
の
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
企

業
に
防
止
措
置
を
と
る
こ
と
を
法

律
で
義
務
付
け
る
方
針
を
固
め
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
労
働
紛
争
相
談
の
う

ち
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
含
む
「
い
じ
め

・
嫌
が
ら
せ
」
に
関
す
る
相
談
が

15
年
連
続
で
増
加
し
、
2
0
1
7

年
度
に
7
万
2
0
6
7
件
に
上

り
、
相
談
内
容

別
で
も
6
年
連

続
ト
ッ
プ
と
深

刻
な
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義

は
、「
同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し

て
、
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係

な
ど
の
職
場
内
の
優
位
性
を
背
景

に
、
業
務
の
適
切
な
範
囲
を
超
え

て
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え

る
、
ま
た
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
行
為
を
い
う
」と
な
っ
て
お

り
、
上
司
部
下
間
だ
け
で
は
な
く

先
輩
後
輩
同
僚
間
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
何
が
パ
ワ
ハ
ラ
に

あ
た
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
建
設
業
の
よ
う
に
、

命
の
危
険
を
伴
う
職
場
で
は
、「
業

務
上
必
要
な
指
示
や
注
意
、
指
導

を
し
た
だ
け
」
と
考
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
相
手
が
不

快
に
感
じ
た
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
あ
た
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

企
業
の
安
全
配
慮
義
務
は
、
労

働
者
を
元
気
な
ま
ま
帰
宅
さ
せ
る

こ
と
も
含
み
ま
す
。
で
き
な
け
れ

ば
訴
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
大

き
く
企
業
の
信
頼
を
失
う
事
態
に

な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
何
が
パ
ワ
ハ

ラ
な
の
か
は
、
厚

生
労
働
省
が
、「
あ

か
る
い
職
場
応
援

団
」
サ
イ
ト
を
立

ち
上
げ
啓
発
し
て
い
ま
す
。

近
い
う
ち
に
、
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
拡
大
も
行
な
わ
れ
る

見
通
し
で
す
。
ま
す
ま
す
多
様
な

労
働
者
が
入
り
乱
れ
て
工
事
現
場

を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
安
全
に
効
率
的
に
仕
事
を
進

め
る
た
め
に
は
、
相
互
の
理
解
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

先
日
テ
レ
ビ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
サ

ラ
メ
シ
」
を
観
て
い
る
と
、
建
設

会
社
の
社
長
さ
ん
が
、
会
社
経
営

に
つ
い
て
聞
か
れ
「
や
っ
ぱ
り
、

人
だ
ね
え
。
人
を
大
切
に
す
る
職

場
で
な
け
れ
ば
…
」
。
私
は
一
人

で
「
う
ー
ん
」
と
大
き
く
頷
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。

社
会
保
険
労
務
士

荒

祐
子

11
月
28
日
、
東
京
土
建
技
術
研

修
セ
ン
タ
ー
（
池
袋
）
で
フ
ル
ハ

ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
か
ら

来
年
1
月
に
か
け
て
6
回
行
な
わ

れ
る
特
別
教
育
の
2
回
目
で
す

が
、
す
べ
て
の
回
が
す
で
に
定
員

と
な
っ
て
い
て
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。

こ
の
日
の
講
習
も
56
人
の
受
講

者
で
会
場
は
一
杯
。
講
師
の
市
川

亨
さ
ん
（
西
多
摩
）
に
よ
る
と
、

法
改
正
に
よ
り
2
0
1
9
年
2
月

1
日
以
降
は
一
定
の
作
業
に
お
い

て
は
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
の
安
全
帯

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
特
別
教
育
を
受
け
て
い
な
い

と
現
場
に
入
れ
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
そ
う
な
る
前
に
受

講
し
て
お
い
た
方
が
良
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

参
加
者
の
多
く
は
ま
だ
現
場
で

使
用
し
た
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と

で
、
実
際
に
墜
落
制
止
用
器
具
を

取
り
つ
け
る
時
に
は
皆
さ
ん
手
こ

ず
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

３４
歳
以
下
の
仲
間

に
は
３
千
円
補
助

高
所
作
業
に
お
い
て
使
用
さ
れ

る
胴
ベ
ル
ト
型
安
全
帯
は
、
墜
落

時
に
内
臓
の
損
傷
や
胸
部
等
の
圧

迫
に
よ
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
国
内
で
も
重
篤
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

労
働
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に

一
定
の
高
所
作
業
で
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
型
安
全
帯
が
有
効
と
さ
れ
て
お

り
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
が
一

部
改
正
さ
れ
、
高
さ
が
2
メ
ー
ト

ル
以
上
の
箇
所
で
あ
っ
て
作
業
床

を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
と
こ
ろ

に
お
い
て
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
の

も
の
を
用
い
て
行
な
う
作
業
に
つ

い
て
は
、
特
別
教
育
（
6
時
間
）

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
4
回
の

講
習
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
青
年

・
後
継
者
世
代
対
策
、
事
業
所
対

策
と
し
て
、
青
年
部
員
（
30
歳
以

下
）と
34
歳
ま
で
の
組
合
員
に
は
、

2
0
1
9
年
3
月
ま
で
の
フ
ル
ハ

ー
ネ
ス
特
別
講
習
に
対
し
て
6
0

0
人
限
定
で
3
千
円
の
補
助
が
出

る
の
で
、
お
早
目
の
受
講
を
お
勧

め
し
ま
す
。

特
別
教
育
の
追
加
日
程

2
0
1
9
年
2
月
19
日
（
火
）

2
月
26
日
（
火
）

3
月
6
日
（
水
）

3
月
14
日
（
木
）

※
す
べ
て
9
時
〜
16
時
20
分

グ
ッ
ド
ス

キ
ル
マ
ー
ク

と
は
、
一
級

技
能
士
等

（
特
級
技
能

士
、
一
級
技

能
士
又
は
単

一
等
級
の
技
能
士
）
が
技
能
を
駆

使
し
た
製
品
・
建
築
物
・
役
務
の

提
供
に
の
み
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。
人
財
育

成
・
意
匠
に
造
詣
が
深
い
有
識
者

等
の
審
査
を
経
て
、
当
マ
ー
ク
の

表
示
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
直
接
、
消
費
者
に
対
し
て
、

優
れ
た
技
能
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ

た
付
加
価
値
の
高
い
製
品
等
で
あ

る
こ
と
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
グ
ッ
ド
ス

キ
ル
マ
ー
ク
の
表
示
を
希
望
す
る

製
品
等
の
募
集
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
締
め
切
り
は
2
0
1
9
年
1

月
17
日
（
消
印
有
効
）
、
応
募
方

法
等
の
詳
細
は
技
能
検
定
制
度
等

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
技
の
と
び

ら
」
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
）
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
特
別
教
育
な
ど
】

足
場
1
月
22
日
（
火
）
池
袋
、
7

千
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
2
月
5

日
〜
6
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万

4
千
円

石
綿
2
月
19
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
2
月
20
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
2
月
21
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

【
作
業
主
任
者
】

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
2
月
7
日
〜
8
日
（
木

金
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

木
造
建
築
物
の
組
立
て
2
月
5
日

〜
6
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1

千
円

石
綿
1
月
29
日
〜
30
日
（
火
水
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
2
月
13
〜
15
日
（
水
木
金
）

池
袋
、
1
万
9
千
円

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
1
月
23
日

〜
24
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万
1

千
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
1
月
31
日
〜
2
月
2
日
（
木

金
土
）
西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万

1
千
円

【
事
業
所
向
け
】

中
堅
者
教
育
（
職
長
教
育
に
加
え

て
、
雇
用
改
善
・
健
康
管
理
・
福

利
厚
生
・
社
会
保
険
な
ど
の
学
習

と
、
作
業
管
理
者
向
け
熱
中
症
教

育
を
実
施
）2
月
5
日
〜
7
日（
火

水
木
）
池
袋
、
1
万
8
千
円

【
二
級
建
築
士
受
験
準
備
学
科
講

座
】
1
月
17
日
〜
6
月
下
旬
・
木

曜
夜
6
時
半
〜
（
毎
週
）
と
日
曜

9
時
〜
（
月
3
回
程
度
）

【
一
級
建
築
士
受
験
準
備
学
科
講

座
】
1
月
20
日
〜
7
月
下
旬
・
日

曜
9
時
半
〜
（
月
3
回
程
度
）

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
1
月
10
日
〜
3
月

14
日
（
木
曜
10
回
）
池
袋
、
5
万

3
千
円

塗
装
（
短
期
）

琉
清
建
装
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
2
4
4
―
2
0
9
1

配
管
工
、
土
木
、
工
事
主
任
、
作
業
ス

タ
ッ
フ
（
正
規
・
短
期
）

合
同
会
社

末
広
（
足
立
支
部
）

☎
5
8
3
7
―
4
6
4
9

鉄
筋
工
（
正
規
）

㈱
林
田
工
業
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0
4
7
3

樹
脂
工
事
、
防
水
（
正
規
）

㈱
平
安
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
7
5
5
―
5
3
3
8

大
工
（
正
規
）

㈱
エ
ム
ビ
ー
ホ
ー
ム
（
江
東
支
部
）

☎
3
6
3
6
―
4
9
0
8

左
官
工
事
業
（
正
規
）

㈱
ツ
ル
ム
ラ
（
町
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
6
4
6
―
3
1
4
4

内
装
、
Ｌ
Ｇ
Ｓ
、
ボ
ー
ド
（
正
規
・
請

負
）

㈱
Ｍ
’s
建
工
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
6
3
4
―
9
7
2
9

造
園
業
（
正
規
）

康
樹
園
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
3
2
0
―
6
6
5
4

建
築
及
び
金
属
工
事
の
設
計
（
正
規
）

㈲
ビ
ー
・
ア
イ
・
エ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
（
中
野
支
部
）

☎
5
3
4
5
―
6
1
1
3

塗
装
業
（
正
規
）

朝
日
塗
工
㈱
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
4
9
―
6
4
2
7

塗
装
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈲
深
沢
塗
装
（
世
田
谷
支
部
）

☎
3
4
1
7
―
3
3
7
1

清
掃
業
務
（
正
規
・
短
期
）

㈱
千
葉
商
店
（
渋
谷
支
部
）

☎
3
7
1
9
―
2
4
7
7

型
枠
大
工
及
び
ド
ラ
イ
バ
ー
（
正
規
・

請
負
）

伊
方
建
設
㈱
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
5
4
6
―
9
3
8
3

と
び
、ユ
ニ
ッ
ク
Ｄ
、内
装
解
体（
正
規
）

㈱
光
建
設
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
3
3
6
―
2
5
6
7

と
び
、
鉄
骨
工
（
正
規
）

㈲
ひ
ろ
建
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
9
6
―
5
8
1
0

土
木
〈
水
道
〉
（
正
規
）

㈲
鈴
木
商
会
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
8
9
2
―
3
4
9
1

と
び
職
、
土
工
（
正
規
）

太
郎
功
建
（
荒
川
支
部
）

☎
0
8
0
―
3
4
4
9
―
0
0
3
8

電
工
（
正
規
・
請
負
）

㈱
Ｂ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
江
東
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
8
3
4
―
2
4
3
0

塗
装
（
正
規
）

㈱
勇
城
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
9
3
6
―
6
9
4
5

建
築
金
物
取
付
業
（
正
規
）

㈱
豊
四
季
（
江
戸
川
支
部
）

☎
6
7
5
5
―
1
9
6
6

一流を指す「Ⅰ（ファ
ースト）」の組み合わ
せで、「ギ能」の価値
を「支え」「支持し」
「支援する」マーク

優れた技能アピール

フルハーネス
特 別 教 育

GSマークの表示を募集中

６
回
す
べ
て
定
員
に

未
受
講
者
は
退
場
の
場
合
も

http: //www.
waza. javada.
or.jp/goodski
ll/

フルハーネス装着時の注意を指導する市川講師（左奥）
36

建
設
会
社
も
例
外
な
く

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
が
法
制
化
へ

荒さん

求

人

求

人


